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輝く新時代である21世紀、すなわち地方分権の時代を迎え青森県の文化財保護行政もまた大いなる転換期

を迎えております。

本県は、全国から注目を浴びる中、20世紀最後の国特別史跡指定を受けた三内丸山遺跡や、全国でも殆ど

類例のない中世の港湾施設の発見に至った十三湊遺跡などの貴重な遺跡の調査に力を注ぎ、平成10年度に行

った文化観光立県宣言に恥じることのないよう埋蔵文化財の保護行政に適進し、その保存と活用を積極的に

図っておるところであります。

一方で、東北新幹線八戸青森間のフル規格化をはじめとした県土の開発計画の延びもめざましく、青森県

教育委員会としても埋蔵文化財保護と種々の開発事業との調整を図るため、昭和63年度より国庫補助金を受

けて、県内の遺跡詳細分布調査を実施しているところであります。

この、県内の遺跡詳細分布調査を実施することで、遺跡の所在地、性格及び範囲等埋蔵文化財を保護する

うえでの貴重な情報を得ることができ、また、これらの情報を正確に示す遺跡地図 ・遺跡台帳を整備するこ

とが埋蔵文化財保護を行うために必要不可欠であることは言うまでもありません。

当教育委員会では、平成 9年 度に 「青森県遺跡地図」の改訂版を刊行していますが、近年の著しい開発事

業の増加から、年々詳細な分布調査を重ねることで、より正確な資料の整備を行うことが私たちに課せられ

た重要な責務であることを改めて認識しているところであります。

このような中で、今年度に実施した県内の遺跡詳細分布調査の成果を本報告書にまとめましたので、「青

森県遺跡地図」と併せて埋蔵文化財の保護に資するところがあれば幸いに存じます。

最後に、調査に際して御指導、御協力を賜わりました関係各位の皆様へ厚く感謝を申し上げる次第です。

平成15年 3月

青森県教育委

教育長

難
花 田 隆  則



例  言

1 本 書は青森県教育委員会が平成 14年 度に国庫補助金を受けて実施した県内遺跡詳細分布調査

の報告書である。

2 調 査は、青森県埋蔵文化財調査センター、調査員等、調査協力員及び関係市町村教育委員会の

協力を得て実施した。

3 本 書は、青森県教育庁文化財保護課が編集 ・作成した。

4 分 布調査の概要は一覧表とし、県遺跡台帳の登録番号を標記した。備考欄の数字は 「青森県遺

跡地図」 (青森県教育委員会 1998)の 地図番号である。新規登録遺跡等は、手元の地図 ・遺跡地

図及び地名表等に書き加え、埋蔵文化財保護への協力及び活用をしていただくようお願いします。

5 遺 跡分布図は国土地理院発行の2万 5千分の 1地形図を利用し、上辺を北に統
一して掲載した。

6 土 色は小山正忠 ・竹原秀雄編著の 「新版標準土色帳」(2002)に基づいた。

7 本 事業によって得た資料は、一括して青森県教育庁文化財保護課が保管している。

8 発 掘調査及び報告書の作成にあたっては次の方々、機関の方から御指導 ・御協力を得た。

(敬称略)

北林八洲晴、村越潔、佐藤栄治 (キューズ ・アンティークス)、青森県埋蔵文化財調査センター、

各関係市町村教育委員会
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I 遺 跡詳細分布調査要項

1 調 査主体者

青森県教育委員会

2 遺 跡詳細分布調査

(1)調査目的

開発予定地域における遺跡の所在を確認し、開発事業と文化財保護の調整を図るための基本

資料を作成する。

(2)調査方法と内容

① 開発予定地内及び周辺を踏査し、地形の把握や遺物の表面採集等により遺跡の所在を確認

する。

② 遺跡の現状、位置、地形等を把握し、写真撮影等を行い、遺跡台帳や遺跡地図を整備する。

(3)調査項目

① 遺跡の所在、立地、現状を記録する。

② 遺物の散布状態、遺跡の推定範囲を把握する。

③ 遺跡の時代、性格等を把握する。

④ 遺跡の現状を写真撮影する。

⑤ 遺跡の所在を地図上 (1/25,000、1/50,000等)に 記す。

(4)主要な開発事業と関係市町村

① 県道建設関連事業 (青森市、弘前市、黒石市、浪岡町、平賀町、名川町、他)

② 高規格道路建設関連事業 (野辺地町、横浜町、六ヶ所村、他)

③ 農業整備関連事業 (青森市、弘前市、黒石市、十和国市、岩崎村、森田村、西日屋村、浪

岡町、常盤村、六戸町、上北町、福地村、他)

④ 国道建設関連事業 (八戸市、平内町、七戸町、南郷村、他)

⑤ 東北新幹線建設関連事業 (青森市、十和国市、七戸町、六戸町、上北町、下田町、天問林

村、他)

⑥ 津軽ダム建設関連事業 (西日屋村、他)

② 土砂採取関連 (むつ市、鰺ヶ沢町、木造町、車力村、東通村、下回町、六戸町、他)

⑥ その他

3 遺 跡範囲確認調査

(1)調査目的

開発予定地に所在する遺跡の試掘調査 ・範囲確認調査を行い、遺跡の有無や範囲等を確認し

埋蔵文化財保護と保存を図る資料を作成する。

(2)調査方法と内容

① 遺跡の有無、範囲、面積等を確定するための試掘調査 ・範囲確認調査を行う。

② 埋蔵文化財の包蔵状態を把握する。
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③ 遺跡の保護、保存の判断に必要な判断資料を作成するために開発計画図面に範囲を記す。

(3)調査項目

① 遺跡の有無、範囲、面積、土層の深さ、時代、性格、包蔵状態等を確定する。

② 本発掘調査の必要の有無、本発掘調査に要する期間、費用積算の算定基礎資料を得る。

③ 遺構の有無を把握する。

④ 遺跡の状況の記録及び写真撮影を行う。

(4)調査地

① 大間原子力発電所新設事業予定地 (大間町)

② 水木地区ほ場整備事業予定地 (常盤村)

③ 折戸地区急傾斜地対策事業予定地 (小泊村)

④ 三沢米軍 (14)南低層住宅 (541)等敷地造成工事予定地 (三沢市)

⑤ 三沢米軍A F704ボ イラー室併設工事予定地 (三沢市)

⑥ 県道弘前鰺ヶ沢線道路改築事業予定地 (鯵ヶ沢町)

4 調 査体制

調査指導員 村 越 潔   青 森大学教授

調査協力員 各 関係市町村教育委員会教育長、他

調査担当者 青 森県教育庁文化財保護課

埋蔵文化財班班     長  工 藤   大

文化財保護主査 能 代谷 征 則

文化財保護主査 工 藤 由 美子

文化財保護主事 神    康 夫

文化財保護主事 鈴 木  和 子

文化財保護主事 工 藤   忍
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II 平成14年度調査概要

1 追 跡分布調査

分布調査の結果、八戸市 1箇所、十和田市 1箇所、浪岡町 2箇 所、倉石村 1箇所、西日屋村 1

箇所、計 6箇 所を新たな遺跡として登録し
｀
、また、青森市 2箇 所、鰺ヶ沢町 1箇所、鶴田町 1箇

所、常盤村 1箇所、野辺地町 1箇所、七戸町 1箇所、倉石村 1箇所の計 8箇 所の遺跡範囲を変更

し、及び福地村 2箇所の遺跡を 1箇所に統合した。          ‐

新たに確認した遺跡及び範囲を変更した遺跡並びに統合した遺跡の概要は、以下の表 (第1表

～第13表)に 示すとおりである。

第 1図  新 規登録等遺跡分布地域
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平成14年度新規登録等遺跡
一覧表

第 1表  八 戸市 (第2図 )

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

03281 中居林遺跡 中居林字中居林36-15外 散布地 丘陵

畑地

山林

宅地外

縄文

平安

縄文土器

土師器
38・39

第 2図  八 戸市新規登録遺跡

第 2表  十 和国市 (第3図 )

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

06118 赤平遺跡 滝沢字赤平50-80外 散布地 丘陵
畑地

墓地外
縄文

ル

け
た

マ

ツ
　

ヽ
へ
せ

独
，
「
兵
服
詩

第 3図  十 和国市新規登録遺跡
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第 3表  浪 岡町 (第4図 )

遺跡
番号 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

29071 郷山前村元遺跡 郷山前字村元 散布地 丘陵 畑地 平安
土師器

須恵器

29072 下石川平野遺跡 下石川字平野 散布地 丘陵 山林
縄文

平安

縄文土器

土師器

須恵器

|十ギ1/イメ

工々
| と|

彿簿プ「1'岩品丁
…
;ピケ

榊 ‐rrt rrt祥 _一 連 咋 ― ― ―咋 ―― 一些W

第 4図  浪 岡町新規登録遺跡

第 4表  倉 石村 (第5図 )

遺跡
番号 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備 考

66036 木戸場遺跡 大字石沢字木戸場 散布地 丘陵 畑 地 平安

第 5図  倉 石村新規登録遺跡
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第 5表  西 目屋村 (第6図 )

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備 考

25024 瀬の上遺跡 大字藤川字瀬の上63-1外 散布地 丘陵 畑地 縄文 縄文土器

ガ

第 6図  西 日屋村新規登録遺跡

夕 ) iれ|:25,000
と′!,_il

第 7図  青 森市範囲変更遺跡

第 6表  青 森市 (第7図 )

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

01276 米山(2)遺跡 大字官田宇米山 散布地 丘陵 山林
縄文

平安
土師器

範囲変更

01277 山下遺跡 大字宮田字山下外 散布地 丘陵
山林

水田
平安 土師器

範囲変更
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第 7表  鰺 ヶ沢町 (第8図 )

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

15034 餅ノ沢遺跡
大字建石町宇石神

20-26外
散布地 丘陵 畑地

縄文

弥生

平安

縄文土器

土師器

範囲変更

おJャ ャ

鋼
駅ポ:t

第 8図  鰺 ヶ沢町範囲変更遺跡

第 8表  鶴 田町 (第9図 )

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

37006 稲元遺跡 妙堂崎字稲元 散布地 丘陵 畑地
縄文

平安

縄文土器

土師器

須恵器

範囲変更

!》61Ⅲ2ぎ,0ざb…F蒜 jir涼

第 9図  鶴 田町範囲変更遺跡
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第 9表  常 盤村 (第10図)

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

31002 水木館跡 水木字古館 館 跡 丘 陵 畑地

安

世

世

平

中

近

土師器

須恵器

陶磁器

範囲変更

朽 ち主bbδ 岡

予♀料 「 市 II「 高 ■ ■■1コ 「津
― 一 ― ―

=ど 十  ヨ |!

第10図 常 盤村範囲変更遺跡

第11図 野 辺地町範囲変更遺跡

400

第10表 野 辺地町 (第11図)

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

40087 坊ノ塚(2)遺跡 字坊ノ塚 151外 集落跡 丘 陵
畑地

山林

文

安

縄

平

縄文土器

土師器

須恵器

範囲変更

- 8 -



第 11表 七 戸町 (第12図)

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在 地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備 考

41081 左組(4)遺跡 字左組 散布地 丘陵
路

地

道

畑
縄文

範囲変更

砕

) <

歩ち

第12図 七 戸町範囲変更遺跡

第12表 倉 石村 (第13図)

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備  考

66002 西張平遺跡
大字又重字西張平

91外
散布地 丘陵 畑地 縄文 縄文土器

範囲変更

第13表 福 地村 (第14図)

跡
号
遺
番 遺 跡  名 所 在  地 種別 立地 現状 時代 採集遺物 備 考

64003 源次郎平遺跡 福田字源次郎平 散布地 丘陵
地

地

宅

畑

文

安

縄

平

縄文土器

須恵器

源次郎平(1)遺跡と

源次郎平(2)遺跡と

を統合、範囲拡張38

第13図 倉 石村範囲変更遺跡

- 9 -

第14図 福 地村統合遺跡



引

2 遺 跡範囲確認調査

平成14年度に実施した調査は、開発事業に係る事前の範囲確認調査が6箇 所である。

受託事業や県配当替え事業の調整に係る分布調査等の実施により、例年と比較して範囲確認調

査の事業実施数はほぱ同規模のものであったが、対象面積の広大さからかなりの面積の確認調査

を実施しなければならないものであった。

各遺跡の調査概要は以下のとおりである。

(1)大 間町 大 間原子力発電所新設事業予定地 (七郎平地区)

大間原子力発電所新設事業予定地

電源開発株式会社が計画している大間原子力発電所新設事業予定地の七郎平地区において、

平成12年度にため池を掘削した排土中から土器片等が発見された。この取扱いについて事業者

側と協議した結果、埋蔵文化財の有無、内容、範囲等を把握するため、平成14年度に排土置場

周辺の確認調査を実施することになった。

所在地    下 北郡大間町大字大間宇七郎平12158外

調査対象面積 約 5,000拭

調査面積   約 135ぷ

調査期間   平 成14年12月 9日～12月13日

調査方法   調 査対象区域の各地点に任意の調査区を16箇所設定し、遺構 ・遺物の有無、

包含状態等の確認を行った。

基本土層   I層  黒 色±      10YR2/1 表 土 (耕作土)

工層 黒 色±      10YR2/1 し まりあり 粘 性ややあり

Ill層 に ぶい黄褐色±  10YR4/3 し まりややあり 粘 性ややあり (地山)

IV層 黄 褐色粘質±   10YR5/6 し まりあり (地山)

検出遺構   焼 ± 2箇所 (表上下で検出)

出土遺物   な し

調査結果   調 査対象区域で検出した焼土はいずれも時期不明のもので、遺構 ・遺物等も

確認できなかった。したがって、今回の調査対象区域については埋蔵文化財

包蔵地とは認められず、発掘調査は不要と判断した。

- 1 0 -



第15図 大 間町 大 間原子力発電所新設事業予定地 (七郎平地区)位 置図

第16図 大 間町 七 郎平地区 基 本土層図

lrn

国道338号線付替道

●は焼土検出地点

第17図 大 間町 七 郎平地区 拡 大図
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